
選択領域

講習の区分 受講者が任意に選択して受講する領域

講習の名称
【選択】新学習指導要領の趣旨を踏まえた見方・考え方を働かせる社会科授業づくりワーク
ショップ

受講者定員 20人

受講対象者 小学校教諭，中学校（社会）教諭，高等学校（地歴・公民）教諭

開　 設　 日 令和2年7月20日(月)

講習の形態 主として講義，演習

講 習 時 間 6時間

講 習 会 場 鳴門教育大学（徳島県鳴門市鳴門町高島字中島７４８番地）

担 当 講 師 伊藤　直之

受　 講 　料 6,000円

講習の内容

新しい学習指導要領の指針として，資質・能力が注目されている。社会科で育むべき資質・
能力とは何であり，どのような授業によって育成されるものなのか。
社会科では，社会的な見方・考え方を通して，社会的事象を考察し，事象のあり方について
構想することが目指される。本講習では，社会的な見方・考え方を例にして，望まれる社会
科授業の具体像について，参加者によるワークショップを通して考えていく。

講習のねらい
新学習指導要領の趣旨をふまえ，資質・能力を育むための社会科授業のあり方について，
具体的な教材を用いて，社会科ならではの見方・考え方や発問と結びつけながら，ワーク
ショップにおける話し合いや意見交換を通じて，社会科授業を構想する力の向上を図る。

講習到達目標

次の事項について理解し，説明することができる。
①学習指導要領改訂の背景と資質・能力についてのとらえ方
②社会科における資質・能力と社会的な見方・考え方
③社会的な見方・考え方と考察・構想型の発問との関係
④各自がワークショップで構想した授業案の教育的意義と実践上の課題

令和2年7月20日(月)

　　　８時５５分～　９時００分　オリエンテーション
　　　９時００分～１０時３０分　講義
　　１０時４０分～１２時１０分　講義
　　１２時１０分～１３時００分　昼食休憩
　　１３時００分～１４時３０分　演習（ワークショップ）
　　１４時４０分～１６時１０分　演習（ワークショップ）
　　１６時１５分～１６時２５分　試験問題/アンケート用紙　配付・説明
　　１６時２５分～１７時０５分　履修認定試験
　　１７時０５分～１７時１５分　試験問題/アンケート用紙　回収

履修認定試験の方法 筆記試験

成績評価
成績評価は，講習の担当者が作成した試験の成績から判断します。
履修認定試験の結果，受講者の理解が到達目標に達したと認める場合は成績審査に合格
した者としますが，その際の評価は６０点以上の採点をもって行います。

持参するもの 筆記用具，学習指導要領解説社会編（学校種は任意），教科書

台風接近等に伴う休講
の振替日

令和2年7月23日(木)

その他 受講申込みについては，「募集要項」を参照してください。

令和２年度鳴門教育大学教員免許状更新講習概要

講習スケジュール


